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常 任 委 員 会 構 成 委
員
会
に
つ
い
て

・産業観光課
　中山間の農地維持を含め
た農業振興や有害鳥獣
対策など農政全般、林
業振興、畜産、商工業、
観光に関することなど
など

・建設課
　道路、河川、農地、農業
用施設、治山、林道や
町営住宅、建築営繕に
関することなど

・上下水道課
　水道、下水道の管理に関
することなど

創
刊
に
あ
た
っ
て

鏡
野
町
議
会
議
長

沖
　
田
　
清
　
明

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
議
会
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
鏡
野
町
議
会
と
し
て
初
め
て
「
議
会
だ

よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
情
報
公
開
だ
け
で
は
な
く
、
町

民
の
皆
様
と
議
会
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
架
け
橋
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
創
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に

「
広
報
特
別
委
員
会
」
を
組
織
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
年
４
回
、
定
例

会
ご
と
に
議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い

く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
激
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
町
議
会
は
、
町
民
の
皆

様
の
悩
み
や
声
を
聴
き
な
が
ら
、
町
民
全
体
の
福
祉
の

向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
、
そ

の
実
現
に
向
け
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

議
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

皆
様
か
ら
も
率
直
な
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
創
刊
に
あ
た
っ
て
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・委 員 長…片田八重美
・副委員長…櫻井　邦紘
・委　　員…小椋　晶志
　　　　　　長石　幸男
　　　　　　中西　省吾
　　　　　　飯綱　洋平

・委 員 長…水田　喜富
・副委員長…牧田　俊一
・委　　員…藤田多喜夫
　　　　　　長石　幸男
　　　　　　岸　　泰廣
　　　　　　光吉　　準
　　　　　　飯綱　洋平

・委 員 長…仲西　祐一　
・副委員長…原　　章倫
・委　　員…藤田多喜夫
　　　　　　小椋　晶志
　　　　　　岸　　泰廣
　　　　　　中西　省吾
　　　　　　光吉　　準

　
議
会
の
最
終
的
な
意
思
決
定
と
な
る
議
決
は
本
会
議
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
議
案
や
請
願
の
審
査
に
つ
い
て
は
内
容
が
多
く
複
雑

に
な
る
た
め
、
全
員
で
審
査
す
る
よ
り
も
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
け
て
専
門
的
に
詳
し
く
審
査
し
た
方
が
効
果
的
で
、
そ
の
た
め

に
審
査
、
調
整
機
関
と
し
て
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
に
は
、
常
時
設
置
さ
れ
て
い
る
常
任
委
員
会
が
あ
り
、

鏡
野
町
議
会
で
は
次
の
三
つ
の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

産業常任委員会

・保健福祉課
　健康の町づくりを進める
なか高齢者の見守りを
はじめ、障害者、後期
高齢者、乳幼児、児童、
などの支援に関すること
や、介護事業、診療所の
運営など

・学校教育課
　こども園、保育園、幼稚
園、小・中学校の運営
に関することや、学校
給食に関することなど

・生涯学習課
　地域の中心的な公民館運
営、図書館、文化・ス
ポーツ施設などの運営
及び生涯学習の推進に
関することなど

・鏡野町国民健康保険病院
に関することなど

文教厚生常任委員会

・総合政策室
　町の重要な総合計画、行
財政改革、行政評価など

・総務課
　財政に関すること、入札
等の契約、管理、及び公
有財産の管理など

・まちづくり課
　協働のまちづくり、辺
地・過疎などの地域計画、
空家対策、移住の推進、
公共交通、国際交流など

・住民税務課
　住民窓口業務、税に関す
ることなど

・くらし安全課
　災害、消防、防災、防犯
に関することや情報、
広報、環境対策、資源
循環施設（クリーンセ
ンター）の運営など

・選挙管理委員会、監査委
員、固定資産評価審査
委員会など

総務常任委員会
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※百条委員会とは…地方自治法第１００条に基づき、地方議会が設置し、職員や議員ら、自治体関係者が関わる疑惑や不祥事
の真相を究明する。強い権限を持ち、調査対象の関係者に出頭を求めて聞き取りをしたり、証拠や記録の提出を要求したり
することができる。正当な理由なく証言を拒否したり、うその証言をしたりした場合は、罰金刑や禁錮刑が科せられる。

特別委員会委員長　仲 西 祐 一

百条委員会報告

鏡野町社会福祉協議会
寄附金紛失事件調査特別委員会調査報告①

町民の皆様へ
　まず、本事件の調査委員会が事件発覚の７年後という時期にしか発足できなかった
事、そして、町民の皆様方へのご報告が、ここまで遅くなった事を鏡野町議会を代表
して謝罪をいたします。本当に申し訳ありませんでした。
　町役場の執行部は本事件に対しての説明を議会が何度も求めたにもかかわらず、
『警察の捜査中なので、詳細は話せない。』と言い説明責任を果たさずにいたこと
から、今回の百条委員会が発足しました。調査内容は多岐にわたり、弁護士同席
のもと証人喚問を行い、資料は250ページで調査期間は４ヶ月を要しました。この
議会だよりの中で何回かに分けて報告させていただきます。
　８月の町広報紙に、報告書の要約版を全戸配布しておりますので、そちらの方
も是非、目を通していただきますようよろしくお願いいたします。

１．事件の概要
　　　事件の内容は、当時町民の方々から社会福祉協議会へ寄附された香典返し
の受付業務を行っていた鏡野町役場が寄付金を紛失した事件である。（本特別
委員会では犯人は町の職員である可能性が非常に高いと報告している。）

　　　よって紛失ではなく、横領事件である。
２．被害の総額（推定２０万円以上）
　　　ア　被害を確実に認定できるもの ５件 １６万円
　　　イ　寄附の記憶があるが領収書がなく、被害を確定できないもの
       ３件　推定４万円以上
　　　ウ　不確実なもの    １件
３．事件の調査で分かったこと
　　　まず、犯人像であるが本委員会では役場の職員の可能性が非常に高いと判断
している。

　　　状況証拠はあるが物証（指紋・筆跡等）がないため、犯人の逮捕には至って
いない。

　　　報告書要約版の９ページの事件の実情の中で①福祉課職員のうち１人で、
②23・24年ともに福祉課に勤務した職員の単独犯行だったことがほとんど確実
で、「窓口係職員であった者のうち、事件発生の日の全部にわたって勤務につ
いていた者の行為」であることを強く疑わせる状況証拠がある。

　　　従って、事件全体の状況証拠は、Ｂ職員に非常に不利であると報告している。
（次号につづく）
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プレミアム商品券事業費
消費税引き上げによる影響の緩和と消費を促すこと
が目的。対象者は低所得者と０～３歳半の子育て
世帯〔プレミアム商品券事業費 ５９２１万円〕

森林を守り町産材を活用するための基金
森林経営管理法の新たな施行により、町の財産で
ある森林を効率的に管理し、木材の需要を拡大する
整備のための事業〔林業振興費 ２８６９万円〕

災害時の避難場所整備
奥津町民体育館（避難指定場所）の自家発電機の
エンジンおよび制御回路の修繕〔 ３５０万円〕

健康増進法の一部改正
鏡野町役場の全面禁煙にともない、敷地内にボックス
型の喫煙場所を設置〔総務費　２７０万円〕

補
正
予
算

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
に
９
２
４
２
万
円
を
追
加
し
、

　
総
額
１
１
８
億
８
３
５
０
万
円
と
す
る
。

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計…

１
２
４
０
万
円

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計…

…
…
…

３
４
９
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計…

…
…
…
…
…

１
２
０
万
円

請
願
・
陳
情

◎
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止
と
、
普
天
間
基
地

の
沖
縄
県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論

に
よ
り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解

決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

（
採
択
）

◎
「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
採

択
」
に
関
す
る
陳
情
（
採
択
）

選
　
　
挙

◎
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙

　
を
実
施
し
ま
し
た
。

6月会議は6月3日～25日まで行われ15件の議案等が議決されました。

禁 止

禁 煙
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条例の制定
鏡野町森林づくり基金条例の制定について

森林環境税及び森林環
境譲与税に関する法律
に基づく森林づくり基
金条例を制定するため
　　　    （全会一致）

条例の改正
鏡野町廃棄物の処理及び清掃
に関する条例の一部改定について

可燃・不燃ゴミ袋と粗大ゴミ
シールの料金値上げ、プラスチ
ック容器包装袋の値下げ
　　　　　　　　（全会一致）

工事契約の締結
・富総合福祉センター改修工事
　　　　　　　　〔２億６６７５万円〕
・森林基幹道美作中央線災害復旧工事
　　　　　　　　〔５９８１万円〕
・南小学校屋内運動場改修工事
　　　　　　　　〔９４７７万円〕
・学校給食共同調理場改修工事
　　　　　　　　〔１億７７６０万円〕
　　　　　　　　　　　　（全会一致）

櫻井邦紘議員
　給食民間委託について　今まで町が直営でやってきた
学校給食の調理を民間委託することは、食育という教育
の一部を放棄することであり、言い換えれば給食を通じ
て子供たちの成長を育む食育環境を教育委員会も行政も
投げようとしている。共同調理場の運営が困難になった
ためとの説明であるが、町が調理場の運営・管理をおろ
そかにしたためであり、その無責任さを棚に上げて安易
に民営化に走るのは如何なものか。町は、この事に限ら
ず、事が行き詰まると、当たり前のような理屈をこしら
えて方向転換をして、責任逃れをする。町民から信頼さ
れる行政を目指してほしい。

議第４２号令和元年度鏡野町一般会計補正
予算（第２号）のうち文教厚生常任委員会に
付託された費目の委員会付託替えについて

財産の取得
・除雪ドーザ（２台）購入費〔２８４２万円〕
　　　　　　　　　　　　　　　（全会一致）

も 　り

反
対
討
論

岸泰廣議員
　学校給食共同調理場の管理費について、
保健所の指導により、衛生面を考慮し仕
切り等が設置されるため、調理場改修後は
18名（現行12名）が理想だと聞いている。
成長期の子供の栄養を支える大切な給食
を守る予算なので賛成する。

＊付託替えについて
　鏡野町議会運営基準第77条は「議長が必要と認めたときは、会議に
諮って、付託した案件を他の委員会に付託替えすることができる」と
規定する。給食民間委託に関連する補正予算は文教厚生常任委員会に
付託されていたが、この運営基準に基づいて付託替えを提案した。

賛
成
討
論

６月会議で決まりました６月会議で決まりました

議第42号 ： 一般会計補正予算（第２号）補正予算

委員会
付託替え

令和元年
６月25日

令和元年
６月18日

原案
可決

原案
否決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■６月会議（定例会）の賛否（意見の分かれたれたものを掲載しています）

○ 賛成、×反対、議長は採決に加わらないため「─」表示にしています。

採決
結果

沖
田　
清
明

藤
田
多
喜
夫

小
椋　
晶
志

櫻
井　
邦
紘

長
石　
幸
男

原　
　
章
倫

水
田　
喜
富

岸　
　
泰
廣

中
西　
省
吾

片
田
八
重
美

光
吉　
　
準

仲
西　
祐
一

牧
田　
俊
一

飯
綱　
洋
平

–

○

×

○

××××

○○○○

××

–×

○

×

○○○○

××××

○○

討論は次の議員が行いました。
委員会付託替え（反対討論：原議員、岸議員　／　賛成討論：中西議員、仲西議員）
補正予算（反対討論：中西議員、櫻井議員、片田議員、光吉議員　／　賛成討論：岸議員、飯綱議員）
一般質問を行った議員の討論はそれぞれの一般質問のページに掲載しています。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・

　
　

デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
：

Sustainable D
evelopm

ent 
G
oals

）
と
は
、
『
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
』
持
続
可

能
な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
、

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
決

さ
れ
た
17
の
国
際
目
標
と
１

６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

こ
と
で
す
。
貧
困
、
教
育
、

気
候
変
動
な
ど
の
地
球
的
な

課
題
に
対
し
途
上
国
、
先
進

国
を
問
わ
ず
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
国
内
政
策
と
し
て
取

り
組
む
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

１
９
９
２
年
の
リ
オ
地
球

サ
ミ
ッ
ト
以
来
の
地
球
温
暖

化
や
生
物
多
様
性
な
ど
「
持

続
可
能
な
開
発
」
に
関
わ
る

環
境
系
の
目
標
と
、
合
せ
て

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
で
求

め
ら
れ
た
貧
困
、
保
健
、
教

育
、
水
・
衛
生
な
ど
の
開
発

系
の
目
標
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
雇
用
・
経
済
成
長
、

技
術
革
新
、
不
平
等
、
持
続

可
能
な
都
市
、
生
産
と
消
費

と
い
っ
た
「
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
」
の
た
め
の
目
標

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
日
本
政
府

は
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
、

全
閣
僚
を
構
成
員
と
す
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
下
で

外
務
省
、
環
境
省
、
内
閣
府

が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
１

２
月
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指

針
」
を
決
定
、
２
０
１
７
年

１
２
月
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
８
」
、

２
０
１
８
年
６
月
に
は
「
拡

大
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
２
０
１
８
」
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
ま
た
公
募
に

よ
っ
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
と
し
て
29
都
市
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
先
駆
的

な
29
の
自
治
体
の
中
に
、
岡

山
県
か
ら
岡
山
市
と
真
庭
市

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
先
進

性
を
持
っ
た
自
治
体
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

独
自
の
強
み
を
認
識
し
、
未

来
に
向
け
て
発
展
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

鏡
野
町
が
推
進
す
る
事
業

と
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
交
わ
る
部
分

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
目
標
３
「
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉
を
」
は
健
康

づ
く
り
を
強
く
進
め
る
町
の

指
針
と
合
致
し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
と
具
体
的

な
１
６
９
の
項
目
が
あ
る
な

か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
う
捉
え
、

ど
の
よ
う
に
積
極
的
に
推
進

さ
れ
ま
す
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
の
総
合
計
画
、

か
が
み
の
創
生
総
合
戦
略
等

の
各
種
計
画
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
掲
げ
て
い
る
17
の
ゴ
ー

ル
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
地
方
創

生
事
業
は
、
少
子
高
齢
化
に

歯
止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ

た
っ
て
成
長
力
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
住

民
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
な
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
が

重
要
と
な
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
町
の
課
題
分
析
や
注

力
す
べ
き
政
策
課
題
が
明
確

化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
次
の
か
が

み
の
創
生
総
合
戦
略
に
取
り

込
む
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
私
た
ち

　
　

が
全
員
で
取
り
組
む
活

動
で
あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
町
の
教
育
現
場
に
お
い

て
ど
う
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
今
回
の
学
習
指
導
要

綱
の
改
正
に
は
、
児
童
生
徒

を
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
」
と
な
る
よ
う
育
成
す

る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
町
内
の
小
中
学
校
に

お
い
て
も
、
豊
か
な
人
生
を

実
現
し
、
災
害
等
を
乗
り
越

え
、
次
の
時
代
を
生
き
る
社

会
の
形
成
者
と
し
て
、
現
代

的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
い

け
る
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

教
育
の
中
で
育
む
よ
う
、
各

学
校
の
特
色
を
生
か
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲目標15　陸の豊かさを守ろう

SDGsの考え方を次の『かがみの創生
総合戦略』に取り込むことも検討

SDGsを取り入れた
持続可能なまちづくりを
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問 災害につよいまちづくり構築に向け「ハード対策」と

「ソフト対策」が一体となった取り組みを進める

昨年の豪雨災害を受けての
今後の防災・災害対策について

牧田　俊一 議員
　
　
　

「
避
難
勧
告
等
に
関

　
　

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
改
正
に
伴
い
、
住
民
に
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の

か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
広
報
紙
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
有
線
テ
レ
ビ
の

文
字
放
送
、
出
前
講
座
な
ど

で
町
民
の
方
へ
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
　
　

災
害
発
生
時
に
、
自

　
　

力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
、
高
齢
者
・
障
害
者

の
方
と
い
っ
た
要
支
援
者
の

避
難
先
や
、
介
助
す
る
方
を

事
前
に
決
め
て
お
く
「
個
別

計
画
」
の
策
定
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
現
在
、
個
別
計
画
の

策
定
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
「
鏡
野
町
避
難
行
動

要
支
援
者
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
て
個
別
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

①
鏡
野
町
地
域
防
災

　
　

計
画
に
つ
い
て

　

②
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
く
防
災
会
議
に
つ
い
て

　

今
後
の
取
り
組
み
計
画
や
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
①
昨
年
の
７
月
豪
雨

の
検
証
結
果
や
災
害
救
助

法
・
水
防
法
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
関
係
法
令
等
の
改
修

を
踏
ま
え
た
修
正
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
②
町
防
災
会
議
は
、
災
害

対
策
基
本
法
16
条
及
び
、
鏡

野
町
防
災
会
議
条
例
に
基
づ

き
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
て

町
の
災
害
に
関
す
る
重
要
事

項
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
鏡
野
町
地
域
防

災
計
画
の
修
正
に
つ
い
て
、

町
防
災
会
議
に
諮
っ
て
審
議

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

県
の
指
定
に
よ
り
、 

　
　

防
災
重
要
た
め
池
が
旧

基
準
（
４
箇
所
）
か
ら
、
新

基
準
（
36
箇
所
）
に
変
更
と

な
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な

防
災
対
策
を
取
り
組
む
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

決
壊
す
る
恐
れ
や
、

迅
速
か
つ
安
全
に
避
難
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
防
災

重
要
た
め
池
36
池
の
「
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
今

年
度
か
ら
４
ヵ
年
計
画
で
作

成
し
ま
す
。
ま
た
、
整
備
工

事
と
し
て
、
た
め
池
管
理
者

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
廃

池
工
事
や
、
防
災
減
災
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

町
内
（
苫
田
ダ
ム
＝

　
　

中
国
地
方
整
備
局　

恩

原
ダ
ム
＝
中
国
電
力　

香
々

美
ダ
ム
＝
県
よ
り
町
が
管
理

委
託
）
の
ダ
ム
管
理
者
と
の

連
携
に
つ
い
て

①
満
水
時
の
放
流
時
に
、
避

難
を
要
す
る
時
の
町
民
へ
の

伝
達
方
法
は
。

②
夜
間
や
短
時
間
で
の
避
難

を
要
す
る
時
に
、
町
民
に
確

実
に
伝
わ
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
①
苫
田
ダ
ム
と
恩
原

ダ
ム
の
場
合

　
大
雨
に
よ
る
洪
水
警
戒
態

勢
に
な
っ
た
場
合
や
、
放
水

量
を
増
加
さ
せ
る
場
合
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
通
知
や
、
確
認
用
端

末
で
町
へ
連
絡
が
入
り
ま
す
。

そ
の
後
町
民
の
方
へ
、
有
線

テ
レ
ビ
に
よ
る
一
斉
の
音
声

告
知
放
送
、
文
字
放
送
、
緊

急
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
②
香
々
美
ダ
ム
の
場
合

　
建
設
課
の
職
員
が
現
地
で

警
戒
態
勢
を
と
り
、
今
後
の

流
出
量
を
予
測
し
て
、
放
送

を
し
ま
す
。
放
流
１
時
間
前

に
各
関
係
機
関
に
通
告
し
、

警
報
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

及
び
、
６
箇
所
の
警
告
局
か

ら
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
（
す
い
め

い
）
に
よ
り
、
注
意
を
促
し

ま
す
。

　
　
　

町
内
に
あ
る
砂
防
・

　
　

治
水
ダ
ム
の
機
能
状
況
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　

両
ダ
ム
共
に
、
土
石

流
に
よ
る
災
害
か
ら
人
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
を
主
た
る

目
的
に
よ
り
、
県
営
事
業
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
土

砂
蓄
積
に
よ
り
防
災
機
能
を

超
え
て
お
り
、
強
く
県
へ
要

望
を
行
い
、
早
急
に
復
旧
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

今
後
の
砂
防
・
治
水

　
　

ダ
ム
の
建
設
予
定
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
砂
防
ダ
ム
は
上
齋
原

と
久
泉
地
域
、
治
水
ダ
ム
は

香
北
と
中
谷
地
区
で
実
施
計

画
中
で
す
。

▲砂防ダム（中谷地区北向）

▲苫田ダム

▲防災ため池（極楽寺池）
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答答答答 問問問問
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答弁答弁



主に救命胴衣、ライフジャケット、
あるいは胴つき長靴の整備を行います

昨年の災害時に消防団員が出動して警戒に尽力いただきましたが、
装備の乏しさというのを感じました。本年度装備の拡充の計画は

答弁答弁

質問質問

質問質問

かがみの議会だより・創刊号 8

仲西　祐一 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

　
　
　

消
防
団
の
装
備
の
件

　
　

で
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
用
意
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
数
と
か
時
期
は
、
雨

の
時
期
に
間
に
合
う
の
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
無
線
等
も
各
分
団

に
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
。

　
　

危
機
管
理
監

　
　
　
積
載
車
が
消
防
団
に

45
台
あ
り
ま
し
て
、
１
台
に

つ
き
３
着
を
支
給
す
る
予
定

で
今
進
め
て
お
り
ま
す
。
時

期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
団
員
さ
ん

の
も
と
に
届
く
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
無
線
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豪
雨
災
害
に
団
員
同
士
の
通

信
が
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
要
望
書
の
ほ
う
で
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
各

部
長
、
班
長
に
配
布
す
る
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
ほ
う
に
事
業
を
使
っ
て

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

昨
年
の
豪
雨
災
害
で

　
　

い
ま
だ
手
つ
か
ず
の
崩

落
、
崩
壊
箇
所
等
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
だ
現
在
の
状
況
で
、

　
　
　

改
修
工
事
期
間
中
の

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
食
児
童
の

弁
当
を
当
初
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
の
弁
当
業
者
が
い
な
い
と

い
う
事
で
保
護
者
に
弁
当
の

作
成
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

議
員
の
提
案
に
よ
り
対
応
で

き
る
業
者
が
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
弁
当
の
予
算
は
い
つ
計

上
す
る
予
定
な
の
で
し
ょ
う

か
。
保
護
者
の
方
々
に
経
緯

説
明
は
行
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

の
弁
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
議
員
御
質
問
の
と
お
り

対
応
さ
れ
る
業
者
が
議
員
の

御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
見
つ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
当

初
は
お
弁
当
を
と
い
う
こ
と

で
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
業
者
の
ほ
う
と
今
詰
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
先
般
も
給
食
の
栄
養
教
諭

等
で
試
食
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
こ
れ
な
ら
い
け

る
か
な
と
い
う
こ
と
で
今
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
に
対
し
ま
し
て
は
26
名
の

対
象
者
で
す
の
で
、
現
在
あ

る
予
算
の
中
で
対
応
で
き
る

も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お

持
ち
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

の
方
の
説
明
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
早
急
に
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
と
い
う
こ
と
で
、

説
明
と
そ
れ
か
ら
試
食
も
兼

ね
た
よ
う
な
形
を
御
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
集
ま
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
を
今
や
り
た

い
と
い
う
ふ
う
に
準
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
の
未
施
工
地
域
、
箇
所
と

い
う
の
が
ま
だ
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
で
、
そ
の
対

応
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
た

対
応
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
現
在
水
関
係
の
応
急

対
応
だ
け
で
、
秋
以
降
で
な

い
と
本
施
工
に
は
か
か
れ
な

い
箇
所
が
多
数
あ
り
ま
す
が

今
年
度
中
の
完
成
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
町
の
工

事
で
今
年
度
残
る
と
い
う
の

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　

今
県
の
河
川
と
か
で

　
　

手
が
つ
い
て
な
い
箇
所

が
何
カ
所
か
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
ま
た
豪
雨
が
来
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
多
分

こ
の
夏
の
雨
の
降
る
時
期
に

は
工
事
が
間
に
合
わ
な
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
再
度
そ
こ
に
大
雨
が
降

っ
て
濁
流
が
来
た
場
合
、
ど

う
い
っ
た
対
策
を
す
る
の
か

と
、
町
と
し
て
で
き
る
対
策

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
け
が
、

そ
の
対
策
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
そ
の
点
に
つ
き
ま
し

て
も
県
の
ほ
う
に
そ
の
間
の

監
視
等
に
よ
り
現
状
把
握
を

し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
辺
は
注
視
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
要
望
を
し
っ
か
り

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
実
際
何
か
あ
っ
た
と  

　
　
き
に
見
回
り
等
を
行
う

の
は
消
防
団
が
行
う
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
未
施
工
箇

所
で
の
、
ど
う
い
う
対
策
が

打
て
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
ぜ
ひ
一
度
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
て
、
周
知
徹
底

と
い
い
ま
す
か
、
や
は
り
町

民
の
皆
様
も
そ
こ
を
心
配
さ

れ
と
る
方
、
特
に
堤
防
の
あ

た
り
に
畑
や
田
ん
ぼ
や
家
が

あ
る
方
と
か
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
っ
た

こ
と
の
説
明
等
を
何
ら
か
の

形
で
地
域
と
確
認
を
す
る
事

を
行
っ
て
欲
し
い
。

給
食
調
理
場
の
委
託
及
び

前
後
の
対
応
に
つ
い
て

答答 問問問問

答答答答 問問

提案提案

答答 問問



委託となった場合でも地元雇用優先を
業者に義務づける

給食の民間委託：直営を維持し
安定した雇用を

質問質問

答弁答弁

かがみの議会だより・創刊号9

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

光吉　　準 議員

反対討論 学校給食民間委託（一般会計補正予算第２号）

　
　
　

民
間
委
託
は
極
め
て

　
　

大
き
な
転
換
で
す
が
、

そ
の
是
非
を
問
う
議
論
は
足

り
て
い
る
か
。
３
月
会
議
で

教
育
長
は
食
材
の
購
入
、
献

立
作
成
、
味
つ
け
は
今
ま
で

通
り
、
こ
ち
ら
側
の
指
示
で

行
う
の
で
あ
り
、
調
理
す
る

人
、
配
送
の
人
の
雇
用
先
が

変
わ
る
だ
け
で
、
給
食
そ
の

も
の
は
変
わ
ら
な
い
、
つ
ま

り
大
き
な
転
換
と
は
考
え
て

い
な
い
と
い
う
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、
町
長
も
同
じ
考

え
な
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
民
間
委
託
に
つ
い
て

は
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
工
事
後
、
再
開
時
に
確
実

に
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
方
法
と
し
て
、
給
食

調
理
場
の
重
要
な
事
項
を
協

議
決
定
す
る
学
校
給
食
運
営

委
員
会
に
お
い
て
委
員
の
皆

様
で
御
論
議
を
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
委

託
を
開
始
す
る
中
で
子
供
た

ち
、
保
護
者
な
ど
か
ら
の
御

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
意
見

を
反
映
さ
せ
て
、
よ
り
よ
い

給
食
と
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

新
し
く
策
定
さ
れ
た

　

 

「
第
２
次  

鏡
野
町
食
育
・

地
産
地
消
推
進
計
画
」
で
は
、

基
本
施
策
の
第
一
に
町
民
運

動
と
し
て
の
食
育
・
地
産
地

消
の
推
進
と
述
べ
て
い
ま
す
。

給
食
の
民
間
委
託
は
そ
れ
に

逆
行
す
る
の
で
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
学
校
で
も
食
育
活
動
、

教
育
活
動
を
通
し
て
食
育
を

体
系
的
、
組
織
的
、
計
画
的

に
行
い
、
子
供
の
成
長
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
食
育
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

計
画
で
は
家
庭
・
学

　
　

校
・
地
域
・
生
産
者
・

行
政
の
５
つ
が
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
食
育
と
地
産
地
消

の
一
体
的
な
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
。

５
つ
の
柱
の
一
つ
学
校
給
食

を
な
ぜ
民
間
委
託
す
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
学
校
給
食
で
は
、
地

産
地
消
を
優
先
的
に
や
り
、

食
に
関
す
る
指
導
の
生
き
た

教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、

郷
土
料
理
と
か
伝
統
料
理
の

地
域
文
化
こ
う
い
う
も
の
も
、

食
を
通
し
て
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
民
間
委
託
は
あ

く
ま
で
調
理
業
務
の
委
託
で
、

食
品
の
納
入
か
ら
給
食
を
提

供
す
る
ま
で
に
は
必
ず
鏡
野

町
が
調
理
の
中
身
ま
で
確
認

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

委
託
が
今
回
の
推
進
計
画
に

逆
行
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

直
営
を
維
持
し
、
安

　
　

定
し
た
雇
用
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
住
み
よ
い
鏡
野

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
は
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
地
域
の
安
定
し
た
雇

用
は
大
切
に
し
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

委
託
と
な
っ
た
場
合
で
も
地

元
雇
用
を
優
先
す
る
こ
と
を

業
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
で
、

町
と
し
て
安
定
し
た
雇
用
を

確
保
し
、
住
み
よ
い
鏡
野
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い

け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

契
約
の
仕
様
書
に
労

　
　

働
条
件
の
こ
と
と
か
、

町
民
を
雇
用
す
る
こ
と
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

教
育
長

　
　
　
業
者
指
定
を
し
て
い

く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
段
階
、

決
ま
る
段
階
で
業
者
に
雇
用

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
確

認
し
、
町
内
で
働
く
方
・
雇

用
の
場
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
、
そ
う
い
う
業
者
を
で

き
れ
ば
選
定
し
て
い
く
方
向

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

最
終
的
に
は
契
約
書
の
中
に

何
ら
か
の
形
で
安
定
的
な
雇

用
に
つ
い
て
の
条
件
を
盛
り

込
み
た
い
。

▲第２次 鏡野町食育・
　地産地消推進計画

　１月末の学校給食共同調理場運営委員会で、口頭説明だけで民間委託
の即決を求められ、これでは議会としての責任を果たせないと反対した。
議会は自治体の最高意思決定機関であり、責任ある決定をしなければな
らない。その責任の重さを自覚するとともに、議会が責任ある決定をす
ることができるよう、執行部はもっと多くの情報を議会に出してもらい
たい。今回、議会側からの情報提供で、アレルギー対応の弁当で前進が
あったように、少しでも良い行政の執行ができるようにしていきたい。
　民間委託は準備不足であり、もう少し時間をかけて調査すべきであっ
た。また住民への説明はなされていない。決定してからではなく、決定
に至る過程において住民との対話が必要だ。
　民間委託のメリットとしてあげられたことは、直営のままでも出来る
ことであり、現状維持のための民間委託には反対する。
　給食を町づくりの一つの核として位置付け、子ども子育てに熱心に取
り組んでいる鏡野をアピールすべきだ。未来をつくる主体としての子ど
もに、真っ先に予算が投入されてもいい。
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給食は町が責任をもっておこなうもの。今以上に
おいしい給食を提供することは可能である

なぜ!! 給食調理員と配送係を
委託しなければならないのか

答弁答弁

質問質問
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一
般
質
問

一
般
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問

一
括
方
式

　
　
　

健
康
づ
く
り
を
推
進

　
　

す
る
町
と
し
て
、
調
理

部
門
を
委
託
す
る
こ
と
は
、

鏡
野
町
と
し
て
意
に
反
し
て

い
な
い
の
か
。
ま
た
、
民
間

委
託
す
る
事
へ
の
議
論
は
十

分
だ
っ
た
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
学
校
給
食
運
営
委
員

会
に
お
い
て
、
優
秀
な
民
間

業
者
に
委
託
す
る
こ
と
を
議

論
し
承
認
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
　
給
食
は
町
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
。
委
託
に
な
っ
て
も

献
立
や
指
示
書
の
作
成
、
食

材
の
調
達
、
調
理
の
確
認
は

町
が
行
い
、
こ
れ
ま
で
と
同

等
か
そ
れ
以
上
に
お
い
し
い

給
食
を
提
供
す
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
る
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
調
理
員
の

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的

に
、
調
理
指
導
、
衛
生
教
育
、

研
修
指
導
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
調
理
員
は
、
一
旦
、
８

月
で
雇
用
を
終
了
し
、
引
き

続
き
希
望
す
る
調
理
員
は
業

者
の
下
で
勤
務
す
る
こ
と
は

可
能
と
言
わ
れ
て
い
る
が
ど

う
な
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　

衛
生
管
理
研
修
は
、

文
部
科
学
省
の
学
校
給
食
調

理
場
員
の
標
準
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
基
に
、
採
用
時
と
長

期
休
業
期
間
を
利
用
し
て
行

っ
て
い
る
。
調
理
指
導
に
つ

い
て
も
新
人
は
ベ
テ
ラ
ン
の

調
理
員
と
ペ
ア
に
な
り
、
即

実
践
方
式
で
行
っ
て
い
る
。

毎
日
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、

時
間
は
か
か
る
。
希
望
す
る

調
理
員
は
、
委
託
業
者
の
下

で
働
く
こ
と
は
可
能
だ
。

　
　
　

調
理
員
を
公
募
し
て

　
　

も
た
や
す
く
得
ら
れ
な

い
。
働
き
手
が
得
ら
れ
な
い

か
ら
民
間
委
託
す
る
。
そ
の

理
由
は
働
き
場
の
過
酷
さ
と

処
遇
の
低
さ
と
も
聞
く
。
処

遇
の
見
直
し
は
働
き
手
の
確

保
に
繋
が
ら
な
い
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
募
集
要
件

の
見
直
し
、
時
給
の
引
き
上

げ
に
取
組
ん
だ
が
、
見
直
す

こ
と
の
要
件
は
限
ら
れ
て
お

り
、
３
学
期
か
ら
の
給
食
再

開
に
向
け
て
必
要
な
人
数
と

人
材
確
保
が
確
実
に
繋
が
る

と
は
考
え
難
い
。

　
　
　

人
材
が
確
保
出
来
な

　
　

い
か
ら
民
間
委
託
に
す

る
。
人
手
不
足
ゆ
え
に
冷
凍

野
菜
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
町
民
目
線
に
立

ち
考
え
て
頂
き
た
い
。
食
育

を
業
者
に
任
せ
る
こ
と
に
抵

抗
は
感
じ
ま
せ
ん
か
冷
凍
野

菜
で
地
産
地
消
の
給
食
は
守

ら
れ
て
い
ま
す
か
。
鏡
野
っ

子
は
町
で
育
て
る
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
愛
の
な
い
義
務
の

給
食
に
感
じ
る
。
調
理
員
解

雇
は
現
場
に
い
つ
伝
え
た
か
。

　

教
育
長
か
ら
反
問
権

　

業
者
委
託
の
給
食
も
、
直

営
給
食
も
ど
ち
ら
も
愛
あ
る

給
食
だ
。
何
故
、
委
託
の
給

食
に
愛
が
な
い
の
か
。

　

反
問
権
・
回
答
　

　
委
託
業
者
だ
と
業
務
と
し

て
作
り
ま
す
。
町
民
が
携
わ

る
給
食
は
、
近
所
の
子
供
を

想
像
す
る
な
ど
顔
の
見
え
る

給
食
と
し
て
、
愛
が
生
ま
れ

る
。
　
　
　

処
遇
改
善
策
と
し
て

　
　

給
与
体
制
、
調
理
員
数

の
見
直
し
が
必
要
。
近
隣
と

比
べ
て
も
調
理
員
数
は
一
番

少
な
い
。
理
想
は
１
１
５
０

食
に
対
し
て
、
18
人
〜
19
人

は
必
要
で
あ
る
。
検
討
さ
れ

働
き
た
く
な
る
鏡
野
体
制
に

し
て
欲
し
い
。

　
　

教
育
長

　
　
　
調
理
員
に
は
６
月
会

議
の
決
定
を
受
け
て
説
明
し
、

改
善
に
つ
い
て
は
努
め
て
い

る
。

奥
津
渓 

青
楓
荘
の

公
売
に
つ
い
て

　
　
　

町
有
財
産
で
あ
る
青

　
　

楓
荘
が
一
般
競
争
入
札

と
あ
る
が
、
入
札
日
、
問
合

せ
状
況
等
は
。
な
ぜ
、
一
般

競
争
入
札
な
の
か
。

　
　
総
務
課
統
括
参
事

　
　
　
物
件
内
覧
３
件
、
電

話
問
合
せ
２
件
。
入
札
は
6

月
14
日
で
す
。

　
　
　

規
定
に
基
づ
い
て
の

　
　

予
定
価
格
と
思
う
が
青

楓
荘
は
譲
与
さ
れ
た
物
件
で

あ
り
購
入
者
の
使
途
に
よ
っ
て

は
譲
与
等
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

　
　
総
務
課
統
括
参
事

　
　
　
町
有
財
産
交
換
、
譲

与
、
無
償
貸
付
等
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
よ
り
困
難
と

判
断
し
中
銀
と
協
議
し
適
切

な
使
途
も
な
く
民
間
活
用
が

最
適
と
判
断
。
規
則
に
即
し

て
い
る
。

　
　
　

急
傾
斜
地
危
険
地
帯

　
　
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
知
名
度
ア
ッ
プ
も

兼
て
全
国
公
募
に
よ
る
企
画
提

案
型
入
札
は
考
え
て
み
て
は
。

　
　
総
務
課
統
括
参
事

　
　
危
険
地
帯
と
し
て
了
解

済
み
。
今
後
の
入
札
で
検
討

し
た
い
。

反対討論 学校給食民間委託（一般会計補正予算第２号）
　学校給食共同調理場の完成後は、現調理員、配送員を解雇し、
業者委託する為に予算計上されたが何故、直営がダメで民間委託
がいいのか。納得できません。健康推進の町、鏡野として「食
育」を考え直してほしい。雇用の場を、働く町民を大事にして欲
しい。

答答答答 問問

答答

答答 問問

答答 問問答答 問問答答 問問

問問

問問問問

質問質問



温泉を活用し、より健康目指した観光プランを実施
する。2020年スイスで鏡野町の特産品を紹介する

健康づくり条例・温泉・観光・スイス交易
を活かす「まちづくり」について

質問質問

答弁答弁

かがみの議会だより・創刊号11

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

健
康
づ
く
り
条
例
と 

　
　
温
泉
の
活
用
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
、
何
々
温
泉
と

の
名
称
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

そ
の
源
泉
の
成
分
と
効
能
は
。

温
泉
と
健
康
づ
く
り
と
観
光

を
繋
ぎ
、
温
泉
地
固
有
の
魅

力
発
信
は
。
町
営
バ
ス
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
を
観
光
に

活
か
す
取
り
組
み
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
奥
津
温
泉
（
城
山
温

泉
を
含
む
）、
大
釣
温
泉
、
般

若
寺
温
泉
、
上
齋
原
温
泉
、

の
と
ろ
温
泉
、
鏡
野
温
泉
、

瀬
戸
川
温
泉
の
７
箇
所
。
源

泉
は
24
箇
所
。
把
握
し
て
い

る
成
分
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純

泉
、
効
能
は
神
経
痛
、
筋
肉

痛
、
関
節
痛
、
五
十
肩
、
運

動
麻
痺
、
う
ち
み
、
く
じ
き
、

慢
性
消
化
器
病
、
痔
疾
、
冷

え
性
、
病
後
回
復
期
、
健
康

増
進
、
等
に
効
果
有
り
、
ま

た
、
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
は
肌

の
角
質
を
と
る
働
き
に
よ
り

美
肌
効
果
も
あ
る
。
観
光
プ

ラ
ン
で
は
日
帰
り
温
泉
と
ヨ

ガ
体
験
に
よ
り
健
康
を
目
指

す
こ
と
を
実
施
し
、
観
光
総

合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
季
刊
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
魅
力
発
信

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
導
入
は
、

本
年
度
に
行
う
。

　
　
　

健
康
づ
く
り
条
例
と

　
　
観
光
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
（
独
）
日
本
原

子
力
開
発
機
構
と
人
形
峠
原

子
力
産
業
（
株
）
が
共
同
開

発
し
た
ド
ー
ル
ス
ト
ー
ン

（
人
形
峠
周
辺
で
採
取
し
た

ラ
ド
ン
発
生
源
岩
石
・
土
砂

を
使
用
し
て
作
っ
た
素
焼
き

タ
イ
ル
）
が
あ
る
。
こ
の
タ

イ
ル
か
ら
発
生
す
る
ラ
ド
ン

は
呼
吸
器
系
疾
患
に
効
果
が

あ
る
と
聞
く
、
服
を
着
た
ま

ま
ラ
ド
ン
浴
が
で
き
る
施
設

建
設
を
行
い
、
健
康
と
観
光

の
Ｐ
Ｒ
に
す
れ
ば
。
ま
た
、

高
清
水
高
原
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
障
が
い
者
が
利

用
で
き
る
コ
ー
ス
の
設
置
は
。

現
在
の
コ
ー
ス
に
木
チ
ッ
プ

を
敷
設
し
て
い
る
が
、
飛

散
・
流
出
を
予
測
す
る
。
設

計
変
更
の
必
要
性
は
。

　
　

町
　
長

　
　
「
国
民
宿
舎
い
つ
き
」

内
に
ド
ー
ル
ス
ト
ー
ン
ル
ー

ム
が
あ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
完
成
す
る
高
清
水
ト
レ

イ
ル
と
「
国
民
宿
舎
い
つ

き
」
の
宿
泊
を
セ
ッ
ト
に
し

た
健
康
ツ
ア
ー
等
の
企
画
も

行
い
、
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
。
高
清
水
ト
レ
イ
ル
で

は
構
造
上
、
車
い
す
の
通
行

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
今

後
の
新
た
な
施
設
整
備
に
は

可
能
な
限
り
十
分
考
慮
す
る
。

木
製
チ
ッ
プ
の
敷
設
に
つ
い

て
は
、
岡
山
県
の
審
査
を
経

て
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
、

樹
脂
加
工
な
ど
行
わ
な
い
木

製
チ
ッ
プ
を
使
用
し
、
定
期

的
に
補
充
す
る
事
を
想
定
。

　
　
　
ス
イ
ス
の
イ
ヴ
ェ
ル

　
　
ド
ン
市
と
は
両
首
長
が

行
き
来
す
る
ほ
ど
文
化
交
流

が
進
ん
で
い
る
。
昨
年
の
交

流
か
ら
経
済
交
流
も
考
え
る

と
聞
く
が
、
そ
の
現
状
と
将

来
性
に
つ
い
て
、
町
長
に
尋

ね
る
。

　

現
状
は
、
将
来
は
、
人
材

育
成
留
学
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
「
産
業

ま
つ
り
」
等
で
イ
ヴ
ェ
ル
ド

ン
市
の
特
産
品
を
展
示
紹
介

す
る
。
現
在
、
イ
ヴ
ェ
ル
ド

ン
市
と
調
整
中
だ
が
２
０
２

０
年
ス
イ
ス
の
北
ヴ
ォ
ー
州

地
方
フ
ェ
ア
の
主
催
者
か
ら

鏡
野
町
を
名
誉
顧
客
と
し
て

招
待
が
あ
り
、
町
特
産
品
を

紹
介
す
る
ブ
ー
ス
の
自
由
使

用
や
町
P
R
チ
ラ
シ
配
布
の

提
案
が
あ
る
。
将
来
的
に
相

互
の
特
産
品
販
売
な
ど
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
ス
イ
ス
大
使
館
か

ら
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
て
「
ス
イ

ス
・
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
・
イ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

鏡
野
町
は
ス
イ
ス
と
関
係
あ

る
市
町
村
の
中
で
紹
介
す
る

予
定
と
聞
く
。
交
換
留
学
は

考
え
て
い
な
い
が
、
町
と
町

民
が
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
、
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
給
食
調
理
場
の
改
修
後
、

調
理
等
を
業
者
委
託
し
た
い

と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
後
の
対

応
を
尋
ね
る
。

　
　
　

雇
用
者
と
し
て
、
現 

　
　

在
の
調
理
員
の
気
持
ち

を
個
別
に
聞
い
た
の
か
。
業

者
委
託
し
か
方
法
は
な
い
の

か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
調
理
員
と
は
、
昨
年

10
月
に
個
別
面
談
で
気
持
ち
は

伺
っ
た
。
民
間
委
託
は
調
理
場

再
開
時
に
確
実
に
、
安
全
で
安

心
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
の

一
番
望
ま
し
い
方
法
と
し
て
学

校
給
食
運
営
委
員
会
に
提
案
し

承
認
を
得
て
い
る
。

中西　省吾 議員

賛成討論 文教常任委員会審査付託を替える発議
　６月本会議２日目に審査付託した一般会計補正予算のうち当委員会
に関する事項の調査を任意の常任委員会（出席自由）と称する会で行っ
た。これは本会議場で審査付託した議案審査の常任委員会であり、所
定の手続きを怠り、議長の出席も求めず行ったことは、委員会条例等に
違反する。また、この審査項目には２つの常任委員会の所管事務に跨が
ることがあり、当常任委員会審査から連合審査に付託替えすべきである。
　よって、この発議に賛成する。

反対討論 学校給食民間委託（一般会計補正予算第２号）
・この度の補正予算を承認すれば、食物アレルギーを受ける児童
生徒は弁当持参で２学期をおくることに賛成したことになる。
・調理員一人一人の今後についての面談が完結しないまま、調理
を業者委託するのは雇用者として無責任であり、業者委託により、
年間300万円以上の経費が発生し、直営による雇用の場を失う。
・第２次鏡野町食育・地産地消推進計画の「行政や関係機関の取
り組み」にある「関係職員と栄養教諭や栄養職員が連携しなが
ら、教育活動を通しての食育を体系的、組織的、計画的に行っ
ていく」とあり、この内容に逸脱した予算である。
　以上、これらの理由により反対する。

答答

答答

答答

問問

問問

問問

答答

問問

調
理
員
と
面
談
し
た
。民
間

委
託
が一番
望
ま
し
い
方
法

給
食
調
理
場
改
修
前
の
調
理
員
、

改
修
後
の
業
者
委
託
に
つ
い
て

質問質問

答弁答弁



町史や民俗調査で把握している

町の貴重な遺産は把握できているか

答弁答弁

質問質問

かがみの議会だより・創刊号 12

水田　喜富 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
括
方
式

　
　
　

世
界
遺
産
・
日
本
遺

　
　

産
・
地
域
の
遺
産
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
登

録
文
化
財
以
外
で
貴
重
な
遺

産
・
文
化
的
価
値
の
高
い
も

の
を
町
の
遺
産
と
し
て
調
査

し
登
録
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
認
定
さ
れ
適
正
な
維
持

管
理
が
さ
れ
た
認
定
遺
産
に

少
し
で
も
支
援
が
で
き
な
い

か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
合
併
前
か
ら
町
村
史

や
苫
田
ダ
ム
水
没
地
域
民
俗

調
査
、
文
化
財
保
護
委
員
に

よ
る
地
域
の
文
化
財
調
査
、

郷
土
史
家
な
ど
に
よ
る
調
査

が
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
物
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
指
定
登
録
文
化
財
も
草

刈
り
や
清
掃
等
の
維
持
管
理

に
は
補
助
は
な
く
、
支
援
は

困
難
で
す
。

　
　
　

町
史
や
刊
行
物
に
ま

　
　

と
め
て
あ
る
の
は
い
い

が
、
こ
う
い
う
刊
行
物
が
あ

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
全
て
を
調
査
把
握
し

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
鏡
野
の
素
晴
ら
し
い

も
の
は
既
存
の
刊
行
物
等
も

含
め
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ

す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
　
　

健
康
づ
く
り
条
例
が

　
　

施
行
さ
れ
て
５
年
が
た

ち
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い

る
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
90
日
は

町
民
の
関
心
も
高
い
と
思
い

ま
す
が
、
来
年
か
ら
健
康
づ

く
り
計
画
が
後
期
計
画
と
な

り
ま
す
。

　

検
診
や
健
康
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
、
自
身
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
健
康

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
景
品

や
買
い
物
券
と
交
換
で
き
る

「
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
を
導
入
し
、
受
診
率
の

向
上
や
健
康
づ
く
り
の
動
機

づ
け
に
取
り
組
ん
で
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
は

厚
生
労
働
省
も
推
奨
し
近
隣

市
町
村
で
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
特
定
健
診
等
の
受
診
率
を

伸
ば
す
動
機
づ
け
と
し
て

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
」
の
導

入
を
検
討
し
た
い
。

▲句碑の森　真加部

▲小鴨五輪塚　長藤

▲集団検（健）診　奥津会場

答答 問問

答答 問問

答答

問問

導
入
を
検
討
し
た
い

健
康
づ
く
り
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
を

質問質問

答弁答弁



今後、公共交通の再編を含め検討し、
結論を出したい　

推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、木
材
利
用
を
促
進
し

事
業
実
現
に
繋
げ
た
い

高校生等、通学助成制度について
現行制度の見直し、負担軽減策を

森
林
環
境
譲
与
税
の
今
後
の
活
用
及
び

木
材
利
用
促
進
は

質問質問

答弁答弁

かがみの議会だより・創刊号13

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

高
校
生
等
通
学
助
成 

　
　

対
象
者
は
、
自
宅
か
ら

学
校
ま
で
15
ｋ
ｍ
以
上
が
要

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象

外
の
家
庭
に
お
い
て
、
送
迎

等
が
で
き
な
い
場
合
は
、
公

共
交
通
の
利
用
で
す
。
年
間

の
通
学
費
は
大
き
い
家
計
負

担
と
な
り
、
子
育
て
支
援
か

ら
み
て
、
児
童
手
当
も
中
学

生
ま
で
で
あ
り
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
児
童
に
お
い
て
は
、

よ
り
大
き
な
負
担
と
な
り
少

し
で
も
軽
減
を
と
思
い
ま
す

が
、
全
て
の
子
供
を
対
象
と

し
15
ｋ
ｍ
未
満
も
段
階
的
軽

減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
望

む
が
執
行
部
に
問
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　
高
校
生
の
内
、
対
象

者
の
比
率
と
し
て
は
１
／
４

程
度
が
対
象
者
と
な
り
、
や

は
り
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
方
な
ど
負

担
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
負
担
に
つ
い

て
ど
う
軽
減
し
て
い
く
か
、

現
在
、
公
共
交
通
の
再
編
を

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
10
月

か
ら
北
部
バ
ス
の
運
行
を
昼

間
に
限
り
、
上
齋
原
か
ら
プ

ラ
ン
ト
や
マ
ル
ナ
カ
に
往
復

運
行
に
変
更
す
る
と
と
も
に

料
金
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
便
に
限
り
、
１
回
２
０
０

円
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
朝
夕
の
バ
ス
に
つ
い

て
は
従
来
通
り
の
運
行
料
金

と
考
え
て
い
ま
す
。
仮
に
朝

夕
の
便
に
つ
い
て
も
料
金
を

下
げ
て
い
く
と
な
っ
た
場
合
、

利
用
者
の
方
に
と
っ
て
は
安

く
、
高
校
生
を
持
つ
家
庭
の

経
済
負
担
も
軽
減
、
一
方
町

の
バ
ス
運
行
に
も
多
額
の
費

用
を
要
し
、
現
在
の
通
学
助

成
制
度
で
支
給
さ
れ
る
予
算

を
バ
ス
運
行
費
に
振
り
替
え

て
い
く
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
令
和
２
年
末
ま
で
に
は
検

討
し
、
結
論
を
出
し
た
い
。

原　　章倫 議員

▲高校生バス通学（中鉄北部バス）

▲町内森林人工林

　
　
　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー 

　
　

ト
の
森
林
環
境
譲
与
税

事
業
に
お
い
て
、
今
年
度
か

ら
２
〜
３
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
並
び
に
木
材
利
用
の
促

進
を
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
本
年
４
月
１
日
よ
り

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
を
踏
ま
え
、

税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

森
林
整
備
を
人
材
育
成
及
び

確
保
、
森
林
の
公
益
的
機
能

等
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
進

め
る
。　

　
（
仮
称
）鏡
野
町
森
林
づ
く

り
推
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

森
林
経
営
管
理
に
対
応
す
る

事
業
と
し
適
正
に
経
営
管
理

が
で
き
て
い
な
い
森
林
（
人

工
林
）
の
把
握
、
所
有
者
の

意
向
調
査
し
適
正
化
を
促
進

す
る
事
務
を
行
い
、
ま
た
町

産
材
利
用
、
需
要
拡
大
の
た

め
貯
木
場
の
整
備
や
木
材
利

用
の
促
進
、
人
材
育
成
、
担

い
手
確
保
を
、
各
関
係
機
関

と
連
携
し
計
画
的
に
進
め
ま

す
。
　
木
材
利
用
の
促
進
、
推
進

す
る
た
め
、
生
ま
れ
た
時
か

ら
、
小
さ
い
時
期
か
ら
木
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
、
町
産

材
を
利
用
し
た
玩
具
、
児
童

生
徒
な
ど
に
、
町
産
材
を
利

用
し
た
学
習
机
を
提
供
し
林

業
を
感
じ
、
木
の
良
さ
を
知

り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

木
材
利
用
を
促
進
し
、
来
年

度
以
降
の
事
業
実
現
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質問質問

答弁答弁

答答 問問

答答 問問
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「BNCTは放射線ガン治療法」
　ホウ素中性子補足治療法は、放射線治療法の一種で、中性子線をガンに
照射、ガン細胞内にあらかじめ取り込まれたホウ素と核反応を起こさせる
ことでガン細胞だけを死滅させる治療法です。現在は臨床研究の段階です。

　2017年２月１日　鏡野町は岡山大学と「ホウ素中性子補足療法（BNCT）」と呼ばれる最新のガン
放射線治療の確立へ向けた協定を結びました。両者は日本原子力研究開発機構とも協定を結び、三者
連携で放射線利用等に関する研究を進めています。
　岡山大学から教授や専門医が来町され、議員勉強会において研究の経過報告を頂いておりましたが、
議員も知識の向上を図るため、BNCTを研究・開発されている事業所や大学病院の視察研修に取り組み
ました。郡山の南東北BNCT研究センターでは既に治験が始
まっていますが、三者連携の研究ではさらに優良な薬剤や加
速機を開発しようとしています。議会としても、今後も注視
と研究を続けていきたいと考えています。

大阪医科大学 関西BNCT共同医療センター
　ステラファーマ㈱、住友重機機械工業㈱などが共
同で中性子をつくる装置（加速器型中性子発生装
置）を開発している。施設は地下１階、地上３階建。
名古屋大学工学部
　岡山大学とBNCTの実用化に向け大学間で協定を
締結。岡山大学はホウ素薬剤の研究を進めており、
さらに優良な中性子を発生する機器の開発を名古屋
大学工学部が行っている。

BNCT視察研修報告

視察日

視察先

平成31年２月13日

〈平成31年２月13日～14日〉

大阪府高槻市 関西BNCT共同医療センター
（副町長、岡山大学２名合流）
名古屋大学工学部（副町長同行）

南東北BNCT研究センター
　平成27年11月にBNCT研究センターを開設、病
院としては世界で初めてBNCTの治療を開始し、平
成28年から医療機器の薬事承認取得を目指して治
験を開始した。地下2階、地上5階の施設で、地下
１階には京都大学と住友重機が共同開発した加速器
（１台）を採用した治療室を２部屋備える。地下
２・３階は診療所、３～５階は共同住宅（一部病
室）となっている。

視察日

視察先

平成31年２月14日
みなみとうほく

福島県郡山市 南東北BNCT研究
センター
（町長同行）

議第52号 ： 一般会計補正予算（第3号）補正予算 令和元年
７月10日

原案
可決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

○ 賛成、×反対、議長は採決に加わらないため「─」表示にしています。

採決
結果

沖
田　
清
明

藤
田
多
喜
夫

小
椋　
晶
志

櫻
井　
邦
紘

長
石　
幸
男

原　
　
章
倫

水
田　
喜
富

岸　
　
泰
廣

中
西　
省
吾

片
田
八
重
美

光
吉　
　
準

仲
西　
祐
一

牧
田　
俊
一

飯
綱　
洋
平

–

○○

×

○○○○○○

××

○

×
賛成討論 議第５２号　一般会計補正予算（第３号）
　この予算の提案理由は緊急性が高いものとして、多目的公園整備の土地取得費は町民福祉のため必要であり、
地権者と交渉が進み契約したい。また、災害時等に必要な消防団のトランシーバー購入費もある。これは緊急性が
ある。よって、賛成する。

　７月10日、７月会議が開かれ、令和元年度鏡野町一般会計補正予算（第３号）、工事請負契約の締結（鏡野町学校
給食共同調理場改修工事）、財産の取得（行政用パソコン整備事業）の議案が議決されました。

７月会議で決まりました７月会議で決まりました

■７月会議（随時会）の賛否（意見の分かれたれたものを掲載しています）

討論は次の議員が行いました。
補正予算（反対討論：仲西議員、櫻井議員　／　賛成討論：岸議員、中西議員）

みなみとうほく
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皆
様
か
ら
の
投
稿
に
よ
る

「
声
の
広
場
」を
開
設
し
ま
す

高 清 水 ト レ イ ル

　高清水トレイルが11月7日、ついにグランドオープン
します。
　健康増進や森林資源の豊かな鏡野町のPRに繋げよ
うと、2017年度から整備が始まり、トレッキングコース
は「高清水トレイル」と命名されました。
　全長8.1㌔のうち約1.6㌔が4月27日にプレオープン
され、私も多くの山歩き愛好家たちと一緒に高清水高
原（標高950㍍）の山頂まで散策してみました。
　その日は、霧雨も混じる肌寒い日となり、山頂から
大山、蒜山三座を眺望することは出来ませんでしたが、
山頂手前から約0.6㌔に渡り、県産ヒノキのチップが
敷き詰められていて、クッション性があり、足腰にと
ても優しく歩きやすい新感覚なトレッキングコースが
印象的でした。
　五月連休にも家族と登り、人の多さに驚き全線開通
を待ち遠しく思いました。
　季節を体感しながら歩ける「高清水トレイル」一帯
は、ブナの原生林や針葉樹、広葉樹が広がり新緑や紅
葉が楽しめます。また、伯州山から下山する途中には、
春の可憐な花「イワウチワ」「イワカガミ」が群生し、
うたたねの里「いっぷく亭」と共に「おかえり～」と
ささやいてくれることでしょう。 
　安全に散策できる高清水トレイルへ行きましょう！！
ヘルス＆ビューティなひと時をお勧めします。

（片田八重美　記）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
民
一
人
一
人
が
参
加
で
き
、
親
し

み
や
す
い
ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
４
コ
マ
漫
画
や

イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
議
会
に
対
す
る
ご
意

見
、
投
稿
・
お
便
り
な
ど
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
投
稿
は
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ど
う
な
っ
た
？
あ
の
質
問
!!

  

追
跡
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し
ま
す

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
声
の
広
場
」
の
中
で
開
設
い
た
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
町
や
議
会
に

尋
ね
て
み
た
が
、
ま
だ
返
事
を
も
ら
っ
て
い
な
い
。
さ
て
、

あ
の
質
問
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
事
が
あ
れ

ば
、
議
会
で
追
跡
追
求
し
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
か
が
み
の
議
会
だ
よ
り
」の

  

愛
称
を
募
集
し
ま
す

「
か
が
み
の
議
会
だ
よ
り
」の

  

愛
称
を
募
集
し
ま
す

「
か
が
み
の
議
会
だ
よ
り
」の

  

愛
称
を
募
集
し
ま
す

皆
様
か
ら
、
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　

令
和
元
年
10
月
10
日

応
募
先　

〒
７
０
８-

０
３
９
２　

鏡
野
町
竹
田
６
６
０

　
　
　
　

鏡
野
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　

電　

話　

５
４-

２
９
２
６

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

５
４-

４
４
４
５

行こう!! 「高清水トレイル」へ
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委
員
長

　
光
吉　
　
準

副
委
員
長

　
牧
田　
俊
一

委　
員

　
飯
綱　
洋
平

　
仲
西　
祐
一

　
片
田
八
重
美

　
中
西　
省
吾

　
原　
　
章
倫

【
広
報
特
別
委
員
】

編
集
後
記

広
報
特
別
委
員
長
あ
い
さ
つ

『開かれた議長室』を開設します。

▲奥局長（左）、瀬島書記

　10月より定例会のない月の第1・第3火曜日午後1時30分から3時30分までの間、『開かれた議長
室』を開設します。基本的には議長又は副議長が対応させていただきます。お気軽に議会へのご
要望・ご意見等をお聞かせください。10月及び11月は下記のとおり開設する予定です。

　

創
刊
号
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
な

議
会
と
し
て
、議
会
広
報
紙
「
か
が
み
の

議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
お
手
元
に
わ
か
り
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
を
お
届
け

す
る
た
め
に
、
広
報
委
員
一
同
編
集
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
の
重
み
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
議
員

一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

皆
様
か
ら
の
紙
面
へ
の
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
指
導

と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

  　
　
　

（
牧
田
）

　

鏡
野
町
議
会
基
本
条
例
で
は
「
議
会

は
、
議
会
の
活
動
に
関
す
る
情
報
公
開

の
徹
底
と
、
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
議
会
か
ら
の

発
信
力
は
弱
く
、
議
論
や
議
決
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
に
充
分
に
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

は
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
今
ま
で

以
上
に
詳
し
く
お
伝
え
で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

是
非
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
質

問
を
議
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
町
民

の
皆
様
と
の
応
答
関
係
こ
そ
が
、
議
論

を
活
発
化
し
、
議
会
本
来
の
役
割
で
あ

る
町
の
意
思
決
定
機
能
、
政
策
立
法
機

能
及
び
行
政
監
視
機
能
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

委
員
長　

光
吉　

準

　私たち議会事務局は、議会のもつ機能が十分に
発揮できるよう努めています。
　また、監査事務局も兼務しています。
　みなさん、ぜひ議会の傍聴にお越しください。

　

本
会
議
や
委
員
会
は
原
則
と

し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
傍
聴
す
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
が
十
分
な
審
議
を
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
政
の
方
針
や
課
題

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
本
庁
舎
３
階
で
氏

名
を
記
入
す
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
場
で
き
ま
す
。

　

皆
様
の
傍
聴
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
❶

議
会
用
語

反
問
権

次
回
定
例
会
の
予
定

鏡
野
町
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

議 会 事 務 局 紹 介

９
月
３
日
㈫
〜
25
日
㈬

一
般
質
問
の
日

９
月
13
日
㈮　
10
時
〜

と
は
？

議
会
や
議
員
、
行
政
に
関

す
る
用
語
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

は
ん 

も
ん 

け
ん

　

質
問
者
に
対
し
て
問
い
返

す
こ
と
が
で
き
る
権
利
の
こ

と
で
す
。

　

鏡
野
町
で
は
本
会
議
場
及

び
委
員
会
等
の
場
に
お
い
て
、

論
点
、
争
点
を
明
確
に
す
る

た
め
、
質
問
者
に
対
し
て
執

行
部
側
か
ら
「
反
問
権
」
と

言
い
、
逆
質
問
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
こ
れ
は
、
鏡
野

町
議
会
の
運
営
に
関
す
る
基

準
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

本庁舎3F議長副議長室
奥津振興センター
上齋原振興センター
富振興センター

場   　所時   間曜日日月

13:30～15:30火

１日
15日
5日
19日

10月

11月

こ
の
ラ
ン
タ
ン

お
し
ゃ
れ
ー
っ

災
害
で

 

助
け
を

　

求
め
た
り

使
い
道
は

  

い
ろ
い
ろ

と
に
か
く

困
っ
た
と
き

に
は
振

れ
ば

い
い
!!

助
け
て
下
さ
ーい

　

生
活
費
が

足
り
な
い

　
の
だ
ーー

な
る

ほ
ど

　

…

ち
が
う

け
ど

な
あ
ー

ど
う

使
う
の


